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研究（実用化）開発のポイント・先進性

測定装置全体

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果

ふたばロボット株式会社　福島県双葉郡楢葉町大字北田字仏坊45-1　☎ 0240-23-6439（担当：坂井良治）Mail：r-sakai@futaba-robot.com

ふたばロボット株式会社
代表取締役　坂井良治

　ロボットによる放射線測
定を軸とし、X線など他の

広範な測定装置を用いた検査機能を構築
し、測定時間の短縮と正確な測定によ
り、作業効率向上と作業負荷軽減並びに
様々な物の測定システムを実現します。

　ロボットに搭載した放射線測定装置
に取り付けたレーザー距離センサーと
超音波距離センサーの近隣配置による
測定対象物との位置測定において、レー
ザー光を反射または透過する場合での
超音波距離センサーとの連動活用の場
合の精度と移動速度向上を図る2段階
センシングのノウハウを得られた。

　作業者は車両スクリーニングを行う場合
にケガ、転倒 及び万一の被曝など様々な危
険があり、作業者の安全と健康に貢献しま
す。電力関連企業など放射能の影響下にあ
る複数の企業等が多様な機器、装置の廃棄
処分のために放射線スクリーニングを行っ
ています。多様な機器、装置の形状に対応
するロボットによる放射線測定で測定時間の
短縮と正確な測定を実現します。廃棄処分
の機器、装置等の放射線測定を行う待機の
ための仮保管場所、施設の拡大の抑制が可
能です。多くの作業者の安全と健康を守り、
コスト低減を創出します。

　本実用化開発対象となる車両スクリーニング装置の測定
器をロボットハンド先端に搭載する放射線測定装置に組入
れ測定を行います。本実用化開発対象の測定器の主たる機
器の名称はβ線を測定対象とするプラスチックシンチレー
タです。プラスチックシンチレータが主機能部品となる測
定器の測定面の面積拡大に取り組みます。現在稼働してい
る車両測定面の面積拡大効果は、測定値の表示単位 cps( 一
秒間あたりの放射線の計数率 )における 1秒あたりに、広
い測定面積から測定値を得ることができます。この効果は、
１対象車両の測定時間の短縮が可能となり、装置の処理能
力が高くなります。

　車両スクリーニング装置の測定装置の測定面積を拡大し
た測定器と測定数値と放射線の種類分布を表示したマップ
の併用により、正確で安定した測定と測定時間の短縮並び
に測定結果から得る情報量の増加を実現します。

　双葉郡の中間貯蔵施設受入分別処理施設では日々除染土
壌等の分別処理を実施しています。大型貨物車両での輸送
は未だ大量の土壌輸送を要します。輸送車両は車両スクリー
ニングを都度行う為、この取組の車両スクリーニング装置で
の処理時間の短縮は直接除染土壌の輸送効率を向上します。

実施期間
▼

2019年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2019年度開始

現在双葉町の中間貯蔵施設内受入分別施設で稼働中の多軸ロボット型車両放射能汚染
検査装置の機能向上と広範な車種のスクリーニングを実現し、検査結果情報を多く、
正確に把握することを目的とし開発に取り組みます。

「迅速かつ確実なスクリーニング装置」
地域の安心安全に貢献

車両自動スクリーニング装置の測定時間短縮とセンシング精度
並びにロボット動作の向上

ふたばロボット株式会社
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事業者の連絡先

医療機器等分野

現状・背景 研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

01

研究（実用化）開発のポイント・先進性

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージこれまでに得られた成果

マッスルスーツ
機能訓練モデル

アクティブ
歩行器

株式会社イノフィス　福島県福島市三河南町7-11 タカラビル103　☎024-572-3133（担当：福島研究所 中川誠也）Mail：s-nakagawa@innophys.jp

　この実用化開発の成功、事業化
の達成により、マッスルスーツシ
リーズは労働・作業環境を改善す
る作業補助用ロボットであるだけ
でなく、リハビリテーションや医
療分野へも適用できる、「人の自
立を促すロボット」でもあること
を実証して、浜通り地域からそれ
を全世界へ発信していきます。

◆　 自立支援モデル開発： アクティブ歩行器
（起立・歩行）

① 　 歩行訓練の機能性向上のため、脇腹吊上
げ式から頭上免荷式に変更

②　 患者様の症状や回復レベルに適応させる
ため、腿部アシストのみに変更

◆　機能訓練モデル開発（姿勢矯正・歩行）
　　 軽量廉価モデルのマッスルスーツをベー
ス機体として適用

◆　可動域回復モデル開発（足首足指）
　 　臨床患者への適用を目指し、内反足に対応

　マッスルスーツの応用製品群の普及
が進むことで、同シリーズの数量と品種
数が拡大し、製造委託先である株式会
社菊池製作所の南相馬工場における製
造ライン規模拡大、稼働率向上が見込
まれます。これにより大量生産・多品種
生産に対応するため工場周辺地域での
雇用の拡大と維持につながることが期
待できます。また、機器の改善改良を継
続するための技術者も必要となります。

　軽量コンパクトで装着感の良いマッスルスーツ応用型リハ
ビリテーション機器（マッスルスーツ機能訓練モデル）を実
用化すること、並びに高い品質信頼性を有し、強い駆動力と
柔軟性を兼ね備えた人工筋肉を使った自立支援機器（アク
ティブ歩行器など）を実用化することを目標としています。

　実用化ニーズが高く、マッスルスーツで培った設計・製
造技術、ノウハウが注入しやすい機器の実用化開発として
３テーマを設定しています。それぞれ既存機をベースとし
て、医療・リハビリ現場でのニーズを取り込んで、製品化
のための機能・性能・安全性の向上を図ります。
◆　 自立支援モデル開発： アクティブ歩行器（起立・歩行）
　 　座った状態から自動で立ち上がり、歩行までできる機器です。
◆　機能訓練モデル開発（姿勢矯正・歩行）
　 　スクワットや前屈からの伸展運動と腿上げ運動を行な

　マッスルスーツ（エアー外部供給タイプ）の基本動作は、
装着者の下半身に対して上半身を曲げる・起こすことです。
この動きを適用することで装着者へのリハビリテーション
効果が得られ、実際に多くの身体的改善事例が報告されて
おり、多くの製品化ニーズをいただいております。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2019年度開始

える機器です。
◆　可動域回復モデル開発（足首足指）
　　 足首・足指の可動域回復を目的とした足首足指ストレッ
チ機器です。

累計 6,000 台以上を出荷しているマッスルスーツ ®　シリーズで培った機構設計・人
工筋肉制御・機器製造に関する固有技術とノウハウ（コスト・品質信頼性・安全性・
装着感など）を活かした応用製品である自立支援・機能訓練・可動域回復の各モデル
に関する実用化開発を行ないます。本年度は、3 ヵ年計画の初年度となります。

作業支援用から医療・リハビリ用へ進化
するマッスルスーツ応用型機器の開発

マッスルスーツ応用型自立支援機器の実用化技術開発

株式会社イノフィス

事
業
概
要

事
業
計
画
名

87■—2019年度版 浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　福島県  地域復興実用化開発等促進事業—医療機器等分野—採択事例紹介—■

エ
ネ
ル
ギ
ー

農
林
水
産
業

環
境
回
復
・
放
射
線

医
療
機
器
等

ロ
ボ
ッ
ト

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル




